
中学校 第１学年 道徳学習指導案 

平成２７年１０月１５日 木曜日 第５校時 

１年生  

場 所  

授業者  

１ 主題名    勤労の尊さ ４－（５） 

 

２ ねらいと資料 

勤労の尊さや意義を理解し、勤労を通して生きがいのある人生を実現しようとする道徳的実践意

欲を培う。 

〔資料名〕 「午前一時四十分」 （あかつき） 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする道徳の価値について 

学習指導要領第３章「道徳」の内容４－（５）には、『勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、公

共の福祉と社会の発展に努める。』とある。実際の就労経験のない中学生にとって、深く考えるには難しいか

もしれないが、「勤労」の意義やすばらしさについて考えさせたい。そして、責任をもって仕事をすることや自

分の仕事を通して社会へ貢献しようとする気持ちを育てたい。 

 

（２）資料について 

   本資料は、８４歳の老母が毎日午前一時四十分にそっと家を出て、広告の折り込み作業や配達を

するという、すさまじいばかりの仕事に対する思いが描かれている。「自分が行かなかったら困る」

という仕事に対する老母の責任感。老母のすさまじいばかりの仕事に対する思いは、生徒たちにと

って意外であろうが、強く印象づけられると考える。その老母の姿を通して、働くということの意

義を探っていきたい。また、ニートの出現など、勤労意欲を喪失した若者が増加する昨今、この資

料で、この老母と出会うことで、生徒たちは「働くこと」の意味を考え、「働くこと」についての意

義やすばらしさについても考えさせたい。 

 

（３）生徒観 

本学級の生徒は、学校生活にも慣れ穏やかな毎日を送っている。真面目に授業や家庭学習に取り

組み、清掃や作業なども労をいとわず活動することができる。人数が少ない分、役割が多く忙しい

日々であるが自分たちで判断し行動することが少しずつ増えてきており、今、できることを精一杯、

最大限に力を発揮している現段階である。今後は自分の思いや考えを文章や言葉で表現ができるよ

うにしていきたいと考える。そして、スクールライフや作文などの記述をしっかり書くことや、自

分の考えや思いを明確に伝えることができるようにスピーチにも取り組んでいきたいとも考えてい

る。進路を考えながら、先を見通した人生を送ることができるよう、様々なとらえ方を知り、勤労

の尊さや意義を理解させていきたい。 

 



（４）キャリア観 

キャリア教育が目指す「社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な移行に必要な能力の育成」

のためには、人生における「働くこと」の重要性の意義についての考えや自己の将来に対する意欲

の基盤となる勤労観・職業観等の価値観を自ら形成・確立できる子供の育成が求められている。そ

こで、学校における道徳教育は、豊かな心をはぐくみ、人間としての生き方の自覚を促し、道徳性

を育成することをねらいとする教育活動であり、社会の変化に主体的に対応して生きていくことが

できる人間を育成する上で重要な役割を担うことからもキャリア教育との深いかかわりがあるとい

える。 

本主題は、学習指導要領第３章「道徳」の内容 ４ 主として集団や社会とのかかわりに関するこ

との（５）『勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、公共の福祉と社会の発展に努める。』

である。これを、キャリア教育における「基礎的・汎用的能力」に関する内容項目から考えると、

「１ 人間関係形成・社会的形成能力」と「４ キャリアプランニング能力」となるが、本時は、

「４ キャリアプランニング能力」の視点で考えていきたい。 

○ キャリア教育視点でのつけたい力 

・「働く」ことの意義や役割を理解し、自分の将来のつながりを考えることができる。 

（キャリアプランニング能力） 

 

４．他の教育活動との関連 

＜第１学年＞ 

    

      

５ 準備 

・ワークシート ・みらいスイッチ ・心情円 ・ホワイトボード ・ホワイトボード用マーカー 

 

６ 学習指導過程 

 学 習 活 動 
主な発問と予想される発言や心の動き 

☆キャリア教育視点での留意事項 

指導上の留意点や支援の観点 

指導の方法・※評価の観点 

導
入 

■学習内容を知らせる。 【導入発問】 

人は何のために仕事をするのだと思いますか。 

 

・本時の課題への意識づけ

をする。 

道徳 

４－（２）公徳心、社会連帯 

特別活動 

「クリーンカンペーン」 

特別活動 

「運動会」 

道徳 

４（５）勤労 

「午前一時四十分」 



展 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

開 

資料を読む 

■老母の仕事につい

て感想を持ち、それぞ

れの感想に心情円板

で気持ちを示す。 

 

 

 

■老母の心情に共感

する。 

 

 

 

 

 

 

 

■働くことの意義につ

いて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本発問１】 

八十四歳のおばあさんが夜中に働くことについ

てあなたはどう思いますか。 

・すごいと思う。 

・そんなにまでして働かなくていいと思う。 

・かわいそうと思う 

 

【基本発問２】 

「自分が行かなかったら困る」とはどういうこと

だろう。 

・お金がもらえなくなってしまう。 

・いっしょに仕事をする人に迷惑をかけてしまう。 

・配達される新聞を待っている人に迷惑をかけてしま

う。 

・新聞の配達時間が遅れてしまうかもしれない。 

 

【中心発問】 

老母のどんな思いが、毎日、午前一時四十分に、

玄関の戸を開けさせるのだろう 

・ずっと働きたいという思い。 

・自分が必要だという、責任とやりがいを感じている。 

・社会の一員として世の中に貢献していることに誇りを

もっている。 

・働いたことのない自分にはまだわからない大切なこと

があるんだなと、ということ。 

・仕事をすることに生きがいを感じている。 

・そうしないとお金を稼げない。 

・そうしないと周りの人に迷惑をかける。 

 

 

 

・否定的な捉え方にならな

いようにする。それぞれの

発言に対し、思うところを

心情円板で示す。 

 

 

 

・働くことの責任の面に目

を向けさせる。同時に責任

を果たすことで社会の人々

とつながっていることにも

気づかせる。 

 

 

 

 

・勤労によって社会に奉仕す

る喜びが、生きがいのある充

実した生き方につながることに

気づかせたい。 

 

 

 

 

 

 

終 
 

末 

■この時間に感じたこ

とや考えたことを書く 

 

■「みらいスイッチ」を

読み将来を考える 

 

【終末】 

「この時間に考えたこと、感じたことをまとめてみよう。」 

（自分自身を見つめ直してみよう。） 

☆「働く」ことの意義を考え、自分の将来のつな

がりを考えることができる。 

 

 

・ワークシートへの記入。 

・勤労の意味を捉え文章化で

きるよう助言する。 
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